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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，伝統的な住宅の残存量を推定し，文化財に指定され

た住宅と，文化財に指定されていない住宅における生活や構造の現状を調査した。文化財に指

定されたものは九州一円を対象とし，文化財に指定されていないものは中越地震で被災した集

落のケーススタディにより明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we estimated remained traditional houses in Japan, 
and surveyed life style and structure of them. About houses registered as a cultural 
property, we covered Kyushu area, about other houses, we studied a village damaged by 
Chuetsu earthquake deeply. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 中越地震の復興に住宅の専門家として携
わるなかで，中山間地に多くの伝統的な住宅
が残存していることを認識する一方で，ほと
んどの住宅がメンテナンスをされていない
どころか，戦後に無理な増改築が行われてい
ることが明らかとなった。大多数の無指定の
住宅の実情と管理方法の構築が求められる。 
２．研究の目的 
(1)無指定の住宅の管理を考えるにあたり，指
定および登録文化財の管理状況を対比的に
把握する必要があると考え，重要文化財，地
方公共団体指定文化財，登録文化財の住宅の

維持管理主体や方法等を把握する。九州内の
文化財データベースを作成し，指定の程度や
住宅種別，築年代別によりどのような傾向が
あるか整理する。 
(2) 一方で無指定の住宅は国からの補助はな
く，所有者により維持管理されている。それ
らがどのように改変・継承されてきたかを生
活史および構造の面から明らかにし，どのよ
うなパターンがあるのか整理する。また空き
家化以降の管理実態も合わせて考察する。 
(3)さいごに中越地震における被災状況と理
論的な研究成果を比較し，木造軸組住宅の課
題を検討する。 
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３．研究の方法 
(1)文化財については沖縄を除く九州で明治
以前に建てられた文化財を対象とし，文化庁，
地方公共団体の HP からまず情報を得，不明
な項目は 2011年の 7月から 10月にかけてア
ンケートや電話ヒアリングにより各地方公
共団体に問い合わせし，作成した(有効回答率
99％)。 
(2)無指定の住宅については中越地震で被災
した新潟県長岡市法末集落を対象とした。こ
こは多くの中山間地同様，高度経済成長期以
降に人口が減少し，高齢化（65 歳以上の居住
者が 7 割超）した限界集落 といえる。また
山古志村のように養鯉業者が少ない農業主
体の集落であるため，伝統的な家屋が相当数
残っている。 
以前より進行中の聞き取り調査および実

測調査に加え，空き家の使用実態を見るため
に 2010 年 9 月にヒアリング調査、実測調査
および目視調査を行った．ヒアリング調査は
法末集落に空き家を所有する 3名に対し空き
家の歴史，使われ方，改築具合等をたずねた。
実測調査は集落内の全戸に対して行い，使わ
れ方等の生活史，構造と震災による柱の傾き
等を採取した。目視調査では 2008 年に空き
家と把握していたものの管理状況と家屋の
破損程度をみた。また空き家所有者に対して
2008 年 8 月に実施されたアンケート調査（回
収票数は17票，回収率は81.8％） を分析し，
空き家所有者の管理実態を明らかとした。 
(3) 被災状況については法末における家屋
相談の実例をベースに，研究成果について
は木造建築に関する研究の論文（1976 年～）
を収集し，それらの論文を構造部位ごとに分
類し，構造的特性，材料的特性，数値的特性
で整理し，比較考察する。 
４．研究成果 
(1) 平成 20 年の住宅・土地統計調査によると，
現在日本には約 4,680 万戸の住宅があり，う
ち昭和 25 年以前の戸建て木造住宅は約 148
万戸である。その中には伝統的木造住宅が相
当数あると推測できる。そのうち国から補助
されている重要文化財は 521 件(平成 25 年 1
月 1 日現在)で，昭和 25 年以前の木造住宅に
占める割合は 0.03％と，伝統的木造住宅スト
ック全体から見てもごく僅かである。 
文化財における国の修理に対する補助は，

重要文化財では修理，防災工事，耐震対策，
その他の工事と設計料及び監理料などが対
象で，補助率は 50～85％であるが，登録文
化財では設計料及び監理料のみが対象で補
助率は 50％である。地方公共団体指定文化財
はそれぞれの条例によるが重要文化財に準
じている。登録文化財制度は 1996 年に設立
された新しい制度で，広く文化財を認知・保
全するための制度である。 
 九州では重要文化財は農家が最も多く，こ 

 
 
れは町家のような時代に合わせた改変要求
や，武家のような階級の消滅が農家にはなく，
建築当初に近いストックが保全されたため
と考えられる。地方公共団体指定文化財は武
家や町家が多い。武家は重要伝統的建造物群
保存地区に多く，市町村の歴史的なアイデン
ティティと深く関係し，観光と結びついてい
る事例が多い。登録文化財は町家が圧倒的に
多い。時代や社会背景による改変が多いため
だと考えられる 
これらの所有形態は，重要文化財は個人所

有が多く，地方公共団体指定文化財は大半が
市町村所有である。登録文化財は個人所有が
多く，企業，市町村，NPO とつづく。 

ストックの制度別の分布から，当初に近い
形態で残っているものは国の下で保全され，
観光等と結びつくものが地方公共団体によ
って，外観の保全が営業と結びつくような店
舗，町家は個人によって維持されてきたこと
が読み取れる。言い換えると，生活上の困難
の方が大きく利点の薄いものは建て替えら
れたと考えられる。 

図 1 九州の明治以前の文化財とその種類 

図 2 制度別，所有者および建物の公開状況 

図 3 法末集落の家屋の現状平面図（登録文化財） 
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(2)対象の法末集落は，調査着手時には文化財
は 0 件，調査着手後に 1 軒が，集落で最も古
く，耐雪的工夫のある架構等の理由で登録文
化財となった。 
豪雪地帯にも属すためライフステージに

よる改変に加え，雪下ろしの軽減のための屋
根形状の改変が見られる。特に大きな変化は，
家族のライフステージに合わせた増改築で
ある。 
雪対策による変化は，簡単なものは中門の

屋根形状の変化，中門の付け替え，大きなも
のになると雪下ろしの負担軽減のために不
要な家屋を取り壊す減築も見られた。ライフ
ステージによる変化は，北側 2 階に子供部屋
の増改築，大きなものは二世帯化のために 2
階北側に応接間も含めた複数室が作られて
いる。総 2 階にしている事例は 1 例ある。北
側の増築が多いのは，もともと南側 1 階の続
き間の天井高は高く，北側の納戸は低く，上
部を物置（カヤや藁等）としていたため，そ
の物置部分を改良しているためである。中門
部はダイニングや浴室等の増改築により北
側に張り出したものが多い。 
北側 2 階増築は構造的課題のあるものが少

なくない。軽いものを置くことしか想定され
ていない北側天井に補強なく部屋が増設さ
れ，増設部の天井高確保のためにサスが切断
されている。サス以外にも増改築の過程で大
工が経験的に構造部材を切断するなど構造
的な破綻が起こっている。 

中門部は北側への拡大に伴う壁量の減少
で，バランスは以前の北側に偏っていたもの

に比べ改善さ
れている。た
だ主構造と一
体的に考えら
れていないた
め，地震時に
は別の挙動を
して亀裂や梁
や楔，込栓の
抜けが結合付
近に集中した。 

 
 
 

(3) 木造建築に関する既往研究を収集・分類
し，主に伝統構法の軸組と仕口部に関する到
達点の把握を行った。それぞれの部位におけ
る考察から，伝統構法住宅において様々な要
素がある中，その性能を決定づけるのは仕口
部の性能が大部分を占めているということ
が把握できた。伝統構法における仕口部の挙
動の解明が必要であると考えられる。その仕
口部においては，特に，仕口形式・仕口寸法
は様々な組み方の組み合わせがあり，その数
は無数に存在しているためすべての仕口に

ついてその挙動を把握するのは極めて困難
である。そのため，基本的な仕口から挙動に
関するデータを取り，それを応用するかたち
で他の仕口についてもその挙動を把握する
必要がある。 実際の被災家屋においても仕
口部に問題が生じており，次いで基礎になっ
ている。 
(4)日常的な管理については，ヒアリングで，
後継者がいないため住宅を維持するモチベ
ーションが低く，居住しているものの手入れ
がされていない状況にあった。23 年度，集落
の各世帯に，管理手帳を作成し配布した。こ
れには集落の実情を踏まえた日常の点検項
目や手入れ方法，非日常時の対応，増改築の
際に気をつけるポイントを掲載し，末尾に各
家が修理や増改築の履歴を記録する部分を
入れている。管理手帳を説明しながら配布し
た際，関心を示す居住者が多く，レベルに応
じた専門家の指南の必要性が指摘できる。 
(5)次に空き家所有者の実態を見ると，多くの
空き家は完全な空き家ではなかった。仏壇が
置かれ年に数回利用したり，家財を置き場と
して利用したり，耕作時の休憩場所にしたり
されており，これらを理由にこのまま所有し
続ける予定の｢非流動志向｣の所有者が多い。
個人や集落や自治体に委託，もしくは売却し
たいという｢流動志向｣の人，解体したいとい
う｢撤去志向｣の人，その他の 4 タイプに分け
ると，流動志向 2 人，撤去志向 3 人に対して
非流動志向 6 人，志向なし 5 人となり，流動
志向や撤去志向が少なく集落側から見ると
非活性化の状況を生じている。 
流動化志向や撤去志向の集落との関係を

見ると，耕作や集落事業への参加はなく，集
落との縁がほぼ切れている状態で，空き家も
相当傷んでいる。活用の点からみるとこの時
点ではすでに遅い。法末集落では無管理のま
ま 5 年程度を越えると積雪により，屋根の崩
落や家屋の倒壊に至っている。集落運営の点
からは空き家が流通し，新たな手によって管
理されることが望まれるが，空き家のニーズ
がないというよりは，空き家が良好な状態で
流通しないことが問題となっていることが
分かった。 

 
 

 

図 4 法末集落における増改築位置 
（濃いほど件数が多い） 

図 5 法末集落における空き家に対する所有者の志向と 
農地管理状況（左），集落事業への参加意向（右） 
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